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 １日（日）第１９回卒業証書授与式 
２日（月）振替休業日 
３日（火）入学者選抜検査場設営（３時間授業） 
４日（水）入学者選抜学力検査（生徒休業日） 
５日（木）入学者選抜面接（生徒休業日） 
６日（金）入学者選抜採点（生徒休業日） 
８日（日）英検③二次（Ｂ日程） 
９日（月）１年学力テストＣＢＡ 

１０日（火）総合ビジネス科１年職場見学会、図書館バス 

 

社会福祉分野にはいろいろな仕事があります！ 

名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 小泉 隆文 氏 

みなさんは「社会福祉」という言葉を聞くと、どのようなことを連想するでしょうか。福祉と聞けば「介護」を思い出

す人が多いのではないでしょうか。それだけ福祉という言葉には介護のイメージが強いのだと思います。 

しかし、社会福祉は介護福祉だけではありません。本学の社会福祉学科では、介護福祉よりもソーシャルワー

クを中心に学び、社会福祉士という資格取得を目指します。 

ソーシャルワークとは、以前は社会福祉援助技術と言われ、人々の生活上の課題を解決し、より良い生活を送

れるように支援する専門的な実践と学問です。生活上の課題とは、主に障がい、病気、貧困、児童養護、認知症に

関わることです。近年では、ひきこもり、8050問題、ヤングケアラー、多文化共生という言葉が浸透してきました

が、それらもソーシャルワークの範疇になります。 

ソーシャルワークを現場で実践している人のことをソーシャルワーカーと呼び、行政機関、社会福祉協議会、病

院、特別養護老人ホーム、障害者支援施設、児童養護施設、企業など、いろいろな場所にいます。 

ソーシャルワークは相談援助職といいます。具体的には、就職を希望する知的障がい者に就労訓練や面接同

行する就労支援、入院患者に対する退院の支援、認知症のため財産が管理できなくなった人への成年後見、近

隣のゴミ屋敷に困っている地域住民の相談に乗る社会福祉協議会職員、虐待通報を受けての家庭訪問、生活保

護世帯への訪問などの業務があります。 

しかし、ソーシャルワーカーは万能ではありませんので、医師、看護師、学校の教員、ハローワーク職員、理学

療法士、作業療法士、弁護士などの専門職とチームを組んで、相談者への対応を行うこともあります。権利侵害を

受けている人がいた場合は、施設や企業などと戦うこともあります。 

ここで私が研究している農福連携についてご紹介します。農福連携とは、高齢化が著しく担い手も不足している

農業側と、障がい者の社会参加や就労を望んでいる福祉側の希望がマッチすることから始まったもので、最初

は、障がい者が農家に農作業の手伝いに行くといったことから始まりましたが、現在では、障がい者のみならず生

活困窮者や犯罪を犯した人の社会復帰の機会にもなっています。また、農作業に熟練した障がい者が多い施設

には、地域の耕作放棄地の再利用を任されるといったケースもあります。基幹産業が農業である士別市でも可能

性があります。 

福祉はとてもやりがいがある仕事です。ぜひ、社会福祉の扉をたたいてみませんか？ 

  
１１日（水）入学者選抜追検査 

１２日（木）会議のため３時間授業 
１３日（金）クラスマッチ 
１７日（火）入学者選抜合格発表、卒業生講話 
１９日（木）２年模擬面接 
２０日（金）春分の日、新３年０学期講習（～３／２７） 
２４日（火）大掃除、修了式、離任式 
２５日（水）学年末・学年始休業（～４／７） 
      新２年０学期講習（～３／２７） 
３０日（月）新入生オリエンテーション 
 

第 98回選抜高等学校野球大会における「21世紀枠」の選考結果
が１月 30日（金）に発表されました。本校野球部は全国9校の候補校
に名を連ね、最終選考の結果、補欠校という評価をいただきました。 
上位 2校が選出されるなか、わずか 1枠の差で惜しくも甲子園出

場を逃す形となりました。吉報を待ちわびていた生徒、教職員、そして
地域の方々にとっても非常に悔しい結果ではございますが、この結
果は、本校野球部の実力とこれまでのひたむきな姿勢が、全国トップ
レベルで認められた証でもあります。 
選考後の記者会見では、主将から「非常に残念ではありますが、選

ばれても選ばれなくても、この期間は甲子園を意識して練習すること
ができ、成長の機会になりました。絶対に夏は甲子園に行けるよう頑
張ります。」という力強い言葉があり、チームはすでに目標に向けて
走り出しています。 

21世紀枠という「推薦」ではなく、実力で甲子園の切符を掴み取る。
その覚悟を決めた彼らの夏にご期待ください。引き続き、応援よろしく
お願いします。 
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